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177. 高濃轍女性エリートアスリートの身体能力
C鶏場筑TJ1，大島手1夫 l波留悌[t2，斜線 i，久野締f，高
橋英幸〈大森議七勝出茂6，iぬ波大学太子]!q税.2福島大学， 3筑
波大学先端学糠鋲峡研究センターf樹立スポーツ科学セ
ンター，5筑波大学科正予子科学系 b東ぽジ¥，学大f滞，'i:，総合併符
frJf'l桝
{箆的1，窃高齢者の判技務機絞〉総寺は、議たきり私学iやQOL
のi勾i二に不可欠な饗楽であると考えられている総 日鍛的に健康
の維持増進iこ高効であるといわれている水泳運動は、手f殻難住
かつ全身運動であ9進運動に比べて下絞筋への力学的負持が少
ないため、高高齢者には特に有mであると慾われる。しかしな
がら、高高齢における水泳運動の下絞務への効果は明らかでな
い。そこで本研究では、潟高齢1;:.性エリー ト水泳選手のρ>F!支筋
機能を、音fH17jJIJに検番tすることにより、水泳連動がそれぞれの
加離による機能低下におよほす影響を明らかにすることを目的
とした。防法)被検樹立、世界および日本でトッフeレベルの 71
動7¥ら82歳の高議選時刻志水泳選手 9名(AW)および間年代の
縫鰍jな一般高高齢女性 17名 (CW)であった。 i高群とも MRI
をj甘いて腹部、大腿喜界および下践者!Sの筋横断部積を機嫌し、機
能的綴点から投開節、藤関節、および足関節部位に分類したs
また.鋭機筋力説挺遺産畿を月3いて脇紛争機惚rHJ(1加 egl:制、
競関節伸展・題酪 (60、1邸・ 3似た釘獄;)および足関節底駐J• 
背踏切・ 1側唱純)筋力を溌淀し‘その際で沼草されたピー
クトルクを最大筋力とした。加えて、筋横断態様と筋力から単
位断磁穣を算出した。 AW群のトレーニング内容は、水泳トレ
ーニングを選 2...6問、 2--3締罰であり、水泳1(s1-O)トレー ニン
グとして、鰍本携やウォーキングなどを行う者もいた。{結集お
よと締鍍}筋機新蕗犠および筋力ともに C-W群iこ比鞍し AW群
で有意な高鍍が見られたのは、絞撰j節認lUl筋群(仁:SApく0.05、
筋力pく:0.01)およと凝鱗節伶農協宇(CSApく0.05、筋力3制塔/限
pく0.05)であった。特i之、 AW群の股関節路[lt筋群では、線開
館{itl援筋群よりもその愛が大きかった。この結果は、水泳連動
が加齢による筋機能の低下を紫および盤的に抑制していること
を示唆している。単位断箆穣あたりの筋力の比較では、股関節
伸展筋力について AW群で有意な (pく0.00i高節が見られた。
これは、股関節伸撲に関与する筋については加議舎による質的な
低下が水泳によって抑鰯されることを示すものである。{鯨輪}
高齢者にとっての水告知翠動は、歩行などに盤袈とされている投
開館前1縫・m出に関わる筋の形態や機能を維持することができ
る効擦がiな運動であると考えられるe
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